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22)竹味千怒 ･蔵本詩乃 ･比知屋寛之･山本盃雄 ･片岡















































































































































































































































































3)中野まゆみ ･榎本知郎 ･後藤俊二 ･渡連邦夫 (2001)
-ツクモンキーの精巣の組織学的特徴-スラウェシ
マカクの種分化に関連して.第 55回日本人類学会大
会 ･第 17回日本霊長類学会大会連合大会 (2001年7
月,京都).霊長類研究 17:165.











物実験施設協議会サテライ トミー ティング (2001年5
月,宇部).
8)波速邦夫 ･後藤俊二 ･榎本知郎 (2001)スラウェシマ
カク雑種個体群の研究.第 55回日本人横学会大会 ･
第 17回日本霊長類学会大会連合大会 (2001年 7月,
京都).霊長類研究 17:123.
9)波速邦夫 (2001)東南アジアにおける霊長類研究と国
際協力.平成 13年度東海 ･北陸 ･近畿地区国際企画
担当職員研修に係わる講演 (2001年10月,京都).
人類進化モデル研究センター
松林清明 (センター長併任)･景山節 ･平井啓久 l)
･上野吉一 ･後藤俊二 ･鈴木樹理 ･松林伸子2)
･三輪宣勝子)･熊崎晴則 3)･阿部政光 3)･釜中磨朗 3)
･前田典彦 3)･加藤朗野 3)
野生捕獲ニホンザルの実験利用をめぐる問題はこの
年も表面化し,幾つかの大学等に導入されたニホンザル
の法的手続きの不備を取り上げた新聞記事や,動物権利
団体の抗議活動があった｡春には,隣接する財団法人日
本モンキーセンターの飼育鑑が破られて,サルが外に出
される事件も発生した｡
霊長類研究所は自家繁殖体制を整備していて,所外
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